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土質工学 に おけ る SI一 第 6回一

鳥 光 照 雄 （と りみ つ て る お ）

　 日本 セ メ ン ト  ク リーン セ ッ ト事業部

7． 数値 の 換算の 仕方

　 私 たちは ， 長 い 間重力単位 を使用 し て きま し たが，

今後 は SI に切換 え て 行 くこ と に な ！ ま す 。 そ の 場

合 ， 前月号 ま で に も換算式や SI へ の換算の 考え方

が紹介され て い ますが ， こ こ で は従来単位 の 数値を

SI の 数値に換算す る方法に つ い て 述 べ ます 。

　 Ll　 換算係数

　 従来単位 の 数値を S1 に換算 す る 場合 ， 通常 は必

要 に応 じ た有効数字 の 桁数 を もつ 換算係数を用 い ま

す。 こ こ で ，有効数字 と は数値の 表現 に お い て 誤差

を含まな い 数字また は誤差 の 影響を受 けな い数字 の

こ とをい い ます 。 ま た ， 必 要 に応 じ た有効数字 の 桁

数を もつ 換算係数 とは換算 され る数値の 有効数字 を

損 なわ な い 程度に換算前 にあ らか じ め丸 め た （もと

の 数値 の 精度と 同程度に な る よ う桁数を選択 した）

換算係数を さ し ます 。 土質工 学 に お い て ， 特 に頻繁

に使 う換算係数は標 準重力加速度 9n を用 い る 揚合

で あ り， 【kgf】か ら 【N 】へ の カ の 換算や 【kgf／cm2 】

か ら【kN ／rn2 （＝ kPa）】へ の 応力 の換算で は
， 従来単

位で 示 され た数値 の 有効数字の 桁数に応 じて ， 次の

よ うに覚え て お くとよ い で し ょ う。

　【SI 単位 の 力 ＝ 重力単位の 力 x 換算係数】の 場合

に は

　　正確 な換算係数　　　　　 ： 9．　80665

　　有効数字 が 4 桁 の 換算係数 ： 9．807

　　有効数字が 3 桁 の換算係数 ： 9．81

　　有効数字 が 2 桁 の換算係数 ： 9．8

　　有効数字が 1桁 の 換算係数 ； 10

　　（末尾 の 0 は位取 り）

　換算係数に は 単位を付け る と分 りやす い の で すが

（例え ば ，
9．81N ／kgf）普通 は省略 し ま す 。 応力 の

換算 の 揚合は上記 の 係数 をそれ ぞれ 10倍 し た値 と な

ります 。 具体的な換算例 は 7．3で示 します 。

68

　有効数字の 桁数 に つ い て ，

き ま し ょ う。

い くつ か 例を示 し て お

25．5tf　　　　 有効数字 3 桁

50tf　　　　　 有効数字 1 桁

　　　　　　　　（末尾 の 0 が位取 りの 場合）

　　　　　　　　有効数字 2 桁

　　　　　　　（末尾 の 0 が位取 りでな い 揚合）

6。4 × 10−7CM ／s 有効数字 2 桁

0．01230kgf 　　 有効数宇 4桁

　　　　　　　　（小数点 の つ ぎの 0 は 位取 り）

　 また ， 土質工 学 の 分野 に お い て は 室内実験 等で特

別 に高 い 精度を要求す る場合を除き ， 現場で 計測 し

た り室内試験で 土 質データ を求 め る 際の計測誤差 を

考慮す る と通常扱 う数値 の有効数字は， 2 な い しは

3桁で よ い とい え ます 。

　国際的ある い は 計量法等 で は，標準 の 換算係数を

規定 し て い る も の もあ り， そ の 主 な例を表
一7．1 に

示 し ます 。

　7．2 数値 の丸 め方

　単位 の 換算に よ り得られ た数値は，そ の数値 の土

質工 学的意義を考慮 し て 丸め る必 要が あ ります 。 そ

こ で ，
つ ぎの よ うな 目安を考 え る と良 い で し ょ う。

　  　計器 の 容量や 目安等の 概略的な値の場合

　　　換算係数の 有効数字は 1 〜 2 桁 とし， 換算 し

　　た値 の 有効数字 も 1 〜 2 桁に丸め る 。

　  　通常 の 土質 デー
タ の場合

　　　換算係数 の 有効数字は 2 〜 3 桁 とし， 換算 し

　　　　　　　表
一7．1　 主な換算係数

量 換算係 数 （従 来単位 ← → SI単位）

力，重量

応 九 圧力

熱 量，エ ネル ギ
ー

1kgf ； 9．80665　N
lkgf ／c皿

2 ＝ 98．0665 　kN 〆m2 二 98．0665　kPa

latm ＝101．325　kPa

lmmH20 ＝＝9．80665　Pa
lmmHg ；133．322　Pa

lca1＝4．18605J
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　　 た値 の 有効数宇 も 2 〜 3 桁 に丸め る
。

　   高 い 精度が必 要な揚合

　　　換算係数 の 有効数字は 4 〜 6 桁 と し ， 換算し

　　た値 の有効数字 も 4 〜 6 桁に丸 め る 。

　 こ こ で ，換算値を有効数字 η 桁に丸め る場合 （n

＋ 1）桁 目以下 の 数値 の処理 は ， 通常 は 四捨 五 入 に よ

っ て 行い ま す。

　7．3　換算例

　 SI接頭語 は 換算値 が 実用的 に 便利な 桁数 の 数宇

の 範囲に入 る よ うに選択します 。 原則 と し て ， 次 の

例 に示すよ うに 数値が 0．1〜 1000 の 問に 入 れ る よ う

に 接頭語 を選ぶ こ と が 望ま しい とい え ます 。

　  　従来単位 の 数値の有効数字が 3 桁 の 揚合

　　例 1 ：荷重 25．5tf をN に換算す る場合 ，

　　　　　25．5tf≡25500 　kgfよ り，

　　　　　25500kgfx9 ．81＝ ＝ 250155　N

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ＝250kN

　　例 2 ： CBR 荷重 2030 　kgf を N に 換算す る揚合，

　　　　　2030kgf × 9。81＝19914．3N

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ＝ ＝ 19．9kN

　  従来単位 の 数値 の 有効数字が 2 桁の 場合

　　例 3 ；
一
軸圧 縮強 さ 3．5kgf／cm2 を N ／m2 に換

　　　　　 算する場合 ，

　　　　　 3．　5　kgf／cm2 × 98＝343　kN ／m2

　　　　　　　　　　　　 ＝ 340kN ／m2 ＝ 340　kPa

　　例 4 ： 静弾性係ta　3SO　OOO　kgf／cm2 を N ／m2 に

　　　　　換算す る場合 ，

　　　　　350000kgf ／c 皿
2

× 98

　　　　　　　　　　　　 ＝ 34　300　OOO　kN／m2

　　　　　　　　　　　　 ＝ 34　GN ／m2 ＝ 34　GPa

　   従来単位の数宇 の有効数字 が 1 桁 の 場合

　　例 5 ； 許容支持力 5tf／M2 を N ／m2 に換算す る

　　　　　揚合 ，

　　　　　5tf／m2 ＝ O．5kgf ／cm2 よ り，

　　　　　0．5kgf ／cm2 × 100 靜 50　kN ／皿
2

＝ ・ SO　kPa

　以上，従来 単位 の 数値 を SI の 数値に 換算す る 例

で述 べ た よ うに土質工 学分野 の 実務で は ， 力関連 の

単位 の換算が頻繁に行わ れ る の で ，次 に 示 す概算換

算関係を覚え て お く と便利で す 。

　　力 ： 1kgf ≒ 10　N ，
1tf≒ 10　kN

　　応 力 ：1tf／m2 ≒ 10　kN ／m2 ＝10　kNa

　　（圧力） 1kgf／cm2 ≒ 100　kN ／m2 ＝ 100　kPa

　　　　　　10kgf ／cm2 ≒ 1MN ／m2 ＝1MPa

　　力 の モ ーメ ン ト ： 1kgf ・cm ≒ 0．1N ・m

tl　 物体の重 さ （重量） は そ の 質量 と重力加速度 の

1積 で あ り，そ の 大 き さ ex すに は ， そ 。 に作用 し

1て い る動 の 強 さ （重加 巌 に比例する値） を

1知 らなければな らな い ． しか し ， 地樋 力は贓

1面で あ 。 て も場所 によ 。 て 異な り，

＿eel。表 に 示

1す よ う。極 よ り赤道 の方が小 さな値｝。 な 。 ． そ 。

1で
， 国際的協約 と し。 、9。、年 嚇 、回Nvak 衡

1総会で 鮮 唖 加 搬 と し て ，．
− 9．8・665m ／、

・

ミ碇 め られ た． ． の 値は ， 北欝 の 平均瀾 で

｝・ 値と して ， 当時・ 鴎 齷 鰯 が齪 値 をも と

1に理 論的 に計算 し て求 めた値で あ る。

ミ　 　 　 　 　 （嬪 、鳥光照雄）

August ，1994
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備考　 9 の 値の最終桁の 数は 四 捨五 入 し て あ る

　 　 （理 科年表，平成 5年版 に よ る）
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